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その美瑛町を貫流している美瑛川は、川そのものの美しさや、川からの眺望、川での多目的利用など、特色のある気候・風土を活かした町づくりに
向け地域と連携を図っているところである。しかし、多くの観光資源は美瑛川の上流（山岳・温泉エリア）と下流（丘陵・市街エリア）に分かれているた
め、繋がりとしての川の役割が活かされていない状況である。
このことから、美瑛地区は地域観光資源エリア間の連携を図ることを目的に「美瑛川地区かわまちづくり計画」を策定(平成26年3月登録)し、美瑛
町によるまちづくりと連携して、高水敷整正や取付道路等の水辺整備を実施することにより、地域の活性化や滞在型の観光振興を図るものである。

美瑛町は「丘のまちびえい」として広く知られており、市街部周辺の丘陵地の美しい景観や、世界的に有名となった「青い池」、サイクリングイベント
への参加を目的に多くの観光客が訪れている地域である。

美瑛川地区かわまちづくり ～ サイクリングコースの構築

「平成２３年１０月 火山砂防フォーラム」
美瑛川利活用の提案：宮様スキー国際マラソン等のイベントの効果によってロードを走る愛好者が増
えている。しかしながら、参加者が白樺街道を利用するため危険であり、その対策として美瑛川の堤
防を舗装して活用できないか。さらに、砂防施設を見て知っていただくことも良いのでは。 サイクリングコース整備計画図

1.事業の概要

2.検討の経緯

防を舗装して活用できないか。さらに、砂防施設を見て知っていただくことも良いのでは。

「平成２５年 十勝岳・美瑛川地域連携施策検討委員会（３回開催）」
「美瑛川周辺における地域活性化のための整備のあり方に関する提言」
サイクリングネットワークの構築推進

「美瑛川地区かわまちづくり」計画の策定

注意喚起の看板

走行ルール (分離走行)

案内用の看板

防災意識向上

案内用の看板

現在地、撮影スポット

サイクルステーション

借返、乗捨、修理

距離標の看板

主要な観光地までの距離案内用の看板

モデルコース案内

四阿、休憩所

休憩、昼食、日陰、雨宿等

駐車場
自転車の搬入・搬出
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3.整備の目的

【サイクリングロート(美瑛川)】
◆美瑛川の河川空間を上下流の繋がりとして活かしサイク

リングロードとして利用

【白金温泉】

【美瑛町市街部】

1.背景
美瑛町は、美瑛センチュリーライド等のイ

ベント開催地として賑わっており、自転車を
使って美しい丘陵景観を楽しむ観光客も増加し
ています。
しかしながら、多くの観光資源は美瑛川上流

の白金温泉等のエリアと下流の美瑛町市街部周
辺のエリアに分かれており、両エリアの連携が
課題となっています。

2.整備の目的
美瑛川地区かわまちづくりは、美瑛川と併

走する道道966号沿いのレストランやカフェ

【青い池】

【ﾚｽﾄﾗﾝ,ｼｮｯﾌﾟ,ｶﾌｪ等の地
域資源】

●

走する道道966号沿いのレストランやカフェ
等の地域資源と連携し、美瑛川の河川空間をサ
イクリングロードとして活用することによって
上下流のエリアを結び、美瑛町の地域経済の活
性化を図るものです。
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４.ワーキンググループの設置について

（目的）
第1条 本ワーキンググループ（以下「ＷＧ」と言う。）は、美

瑛川の河川空間をサイクリングロードとして活用する
ため、必要な整備内容、地域との連携方法等につい
て各分野の有識者からご意見を頂き、より効果的な
整備を推進するため設置する。

（検討範囲）
第2条 検討範囲は次に掲げる事項とする。
（１）美瑛川地区かわまちづくり実施範囲は白金温泉
までの砂防区域を含むが、今回のＷＧ検討範囲は
美沢橋上流付近～美聖橋上流1.4kmの区域までとす
る。
（２）検討範囲については必要に応じて追加を行うこと

（運営）
第5条 ＷＧについては、座長は置かず事務局の進行の

もと、各委員から自由意見をいただく方式とする。
また、ＷＧとしてのとりまとめは行わずに、各意見
を事務局案に反映させる方式とする。

（事務局）
第6条 ＷＧの事務局は、旭川開発建設部治水課、美瑛

町政策調整課に置く。
２ 事務局は、ＷＧ運営に必要な事務を行う。

（検討内容の公表等）
第7条 ＷＧのとりまとめ結果については、各委員の確
認を得たうえで事務局においてＨＰ等により公開す

ワーキンググループ設置要領(案）

（２）検討範囲については必要に応じて追加を行うこと
ができることとする。

（検討事項）
第3条 検討事項は下記に記す項目とする。
（１）サイクリングコースとして必要な整備内容
（２）地域との連携方法
（３）ＰＲ方法
（４）その他必要と認める事項

（組織）
第4条 ＷＧメンバーについては下記に記す
（１）事務局により推薦されたメンバーにより構成する。
（メンバーは別紙に定める。）
（２）任期は1年以内とし、再任を妨げない。

認を得たうえで事務局においてＨＰ等により公開す
る。

(雑則）
第8条 この要領に定めるもののほか、ＷＧの運営に

必要な事項は、ＷＧに諮って定める。

附則
この要領は、平成２７年１１月６日から施行する。
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４.ＷＧメンバー

委員 所属等

尾形 明男 美瑛町サイクリングクラブ会長

太田 雅己 ペンション トムテルム代表

船城 一 泰 カフェ ムスタッシュ・ボス代表

岩佐 高子 一般社団法人 美瑛町観光協会

みやけ りかこ ライター·エディター、さっぽろ自転車ガール

塚田 聡仁 美瑛町副町長

（敬称略）

柿沼 孝治 北海道開発局 旭川開発建設部 旭川河川事務所 所長

整備項目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

旭川開発建設部 基盤整備（高水敷整正、盛土）

美瑛町 周辺整備（町道舗装、四阿、案内看板）

５.整備スケジュール(案）
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６.ワーキンググループ開催スケジュール(案）

平成２７年度 ＷＧ開催スケジュール(案）

○第１回
平成２７年１１月6日
ＷＧの趣旨、かわまちの取り組み概要、今後の検討内容、現地の視察確認
（実際に美瑛川沿いをサイクリング）

○第２回
平成２８年１月平成２８年１月
必要な整備事項等について

○第３回
平成２８年３月
第２回ＷＧの事務局整理（案）について、地域との連携、ＰＲ方法等について
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７.今後の検討項目

今後の検討項目(案）

①必要な整備内容

→案内看板、周辺道路とのアクセス方法、その他必要な関連施設

○案内看板のデザイン、記載事項（撮影スポット、現在地、モデルコース、

カフェ、 直売所、多言語）

○休憩スペースに必要な施設（四阿、木陰、ベンチ）

○周辺道路とのアクセス希望地点

○メンテナンスツール小箱の設置（空気入れ、工具、軍手等）

○センターライン

案内表示、看板（多言語） ※しまなみ海道 サイクリングロード整備事例
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②地域との連携

・商店・宿泊施設、レンタサイクル店等との必要な連携内容

→サイクリング利用者に周辺施設等を利用してもらうための方策

（例）自転車の施設持ち込み、修理設備等提供サービス・

民間企業との連携の可能性

→スポンサー・ＰＲ等の共同取組

○自転車走行ルール

○サイクリストへの各種割引（団体割引、宿泊割引、サイクリング切符）

７.今後の検討項目

○レンタサイクル乗り捨て

○オリジナルグッズの作成（袖を止めるバンド、ヘルメット、手袋）

○サイクリングコンシェルジュ、ゲーム（宝探し、ヒルダウン）

サイクルステーション サイクルスタンド ※しまなみ海道 サイクリングロード整備事例

7



③ＰＲ方法

→地域活性化となるようなサイクリングマップの検討、広報手段など

○サイクリングマップ配布方法（地元道の駅、東京事務所）

○広報手段（ヤフー検索画面でのバナー広告）○観光ガイドアプリ

７.今後の検討項目

サイクリングマップ
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８.各施設の整備イメージ

【休憩ｽﾍﾟｰｽ】
・ﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄ付近等にｻｲ
ｸﾘﾝｸﾞ利用者の休憩場
等となる休憩ｽﾍﾟｰｽを
設置

【高水敷整正】
・休憩ｽﾍﾟｰｽやﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄ付近の樹木を伐採し、
駐車場を整備
・樹木の伐採や間引きにより、美瑛川の流れや
十勝岳等の眺望を確保

【ｱｸｾｽ道路】
・休憩ｽﾍﾟｰｽ付近に堤
防天端から駐車場
や水際へｱｸｾｽする
ための坂路を整備

【看板】
・利用者の利便性
向上のため、概
ね１km間隔や主
要地点に案内看
板を設置
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◆側帯，取付道路，
高水敷整正(駐車
場，樹木伐採)等

◆高水敷整正(樹木伐採)

◆側帯，高水敷整

○美瑛町市街部か
らのアクセス

至美瑛町市街部
案内看板

●

美沢橋付近(35k000～38k000)

◇ﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄ

９.配置計画(案）

【凡例】
：ﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄ ：取付道路
：ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ ：側帯
(堤防天端) ：高水敷整正

：道道966号 (樹木伐採)
：動線の考え方 ：高水敷整正

(駐車場)

◆高水敷整正(樹木伐採)

◆側帯，高水敷整
正(樹木伐採)

○美瑛町市街部方
向からの玄関口と
して、ﾚｽﾄﾗﾝ，ｷﾞｬ
ﾗﾘｰ等の地域資源
との連携を図る。

至青い池,
白金温泉

●

◇ﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄ
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※この配置計画（案）は事務局（案）であり、配置計画については今後WGの中で議論していく。



◆側帯，取付道路，
高水敷整正(駐車
場，樹木伐採)，
案内看板

◆側帯，取付道路，高
水敷整正(駐車場，樹
木伐採)，案内看板等

◆側帯，取付道
路，高水敷整
正(駐車場，
樹木伐採)

◆側帯，取付
道路，高水敷
整正(駐車場，
樹木伐採)

至美瑛町
市街部

至青い池,
白金温泉

舗装路

日の出橋付近(38k000～41k600)

【凡例】
：ﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄ ：取付道路
：ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ ：側帯
(堤防天端) ：高水敷整正

：道道966号 (樹木伐採)
：動線の考え方 ：高水敷整正

(駐車場)

◇ﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄ

◇ﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄ

◇ﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄ

白金温泉

○ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞと道道966号及び両者
を結ぶ舗装路とのﾈｯﾄﾜｰｸによる動線
を確保し、ﾚｽﾄﾗﾝ，ｷﾞｬﾗﾘｰ，民宿等
の地域資源との連携を図る。

舗装路

舗装路

舗装路(既存) ◇ﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄ
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美聖橋付近(41k600～45k200)

◆側帯，高水
敷整正(樹
木伐採)

◇ﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄ
◇ﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄ

◇ﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄ◆取付道路，高
水敷整正(駐車

【凡例】
：ﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄ ：取付道路
：ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ ：側帯
(堤防天端) ：高水敷整正

：道道966号 (樹木伐採)
：動線の考え方 ：高水敷整正

(駐車場)

木伐採)

◆側帯，高水敷整
正(樹木伐採)

○ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞと道道966号及び両者
を結ぶ舗装路とのﾈｯﾄﾜｰｸによる動
線を確保し、ﾚｽﾄﾗﾝ，ｷﾞｬﾗﾘｰ，民
宿等の地域資源との連携を図る。

至美瑛町市街部

至青い池,
白金温泉

舗装路

舗装路
(既存)

舗装路

場，樹木伐採)，
案内看板
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１０.整備イメージパース

作 成 中
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